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海のゴミ問題は、河川からのゴミが影響を及ぼす。浅川においては、複数の環境市民団体が存在するが、

恒常的な活動には至っていない。本研究では、浅川の河川ゴミの現状を整理し、荒川の成功事例を参考

に、浅川において河川市民団体が活動する条件として、持続性と波及性を提示する。 
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【はじめに】 

近年、世界各国で環境問題が注目されている。

UFZ(2017)によると、海ゴミの約 90%は、河川流

域由来と試算されている。しかし、この河川流域

におけるごみ問題への問題意識は浸透しておら

ず、実践活動も端緒についたばかりであるほか、

活動の持続性と波及性が大きな課題である。そこ

で本研究では、八王子の浅川に注目し、流域のご

み問題をめぐる、持続可能で、市民の環境保全意

識を向上させるための条件について提案したい。 

 

【浅川の市民団体の沿革と課題】 

 浅川での河川市民団体には、「浅川市民フォー

ラム」があり、主に浅川マップ作成等の活動をし

ている。この団体は 2004 年から活動を続けてい

たが、高齢化や後継者不足、情報の発信力の弱さ

により、現在は活動が縮小している。また、「美

しい八王子をつくる会」という清掃活動団体もあ

り、年に数回、200 以上の団体と河川清掃を実施

している。だが、頻度が少なく、浅川におけるゴ

ミ除去が追いついていない。そこで、私たちは

「河川市民団体が恒常的に活動するために必要な

条件は何か」というリサーチクエスチョンとして

設定した。 

 

【現在の浅川河川流域のゴミの状況】 

まず、河川市民団体を考察するため、浅川河川

流域のゴミ状況を調査した。本調査は、一般社団

法人 JEAN のクリーンアップキャンペーンの活動

の一環として、JEAN 提供の ICC データカードの

基準に基づき、市庁舎前浅川河川敷芝生広場内の

50m×40m で実施した。回収したごみの総量は

2kg だった。ICC データカードの基準に基づき、

9 つのカテゴリに分類し、各項目の数量を計算し

た。以下は、その分類の結果である。
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 表によると、今回のゴミ拾いで最多のカテゴリ

はタバコの吸殻・フィルターで 81 個、次いで食

品容器（プラスチック）が 16 個であった。これ

は、河川敷で人々が遊ぶ際に出たゴミが多く捨て

られていることを示している。また、河川敷には

遮蔽物が少なく、風で飛ばされて記録されなかっ

たゴミも多いと推測される。これらの現状から、

浅川流域における恒常的な清掃活動の必要性が認

められる。 

 

【河川市民団体の成功事例】 

 河川市民団体の成功事例として、「荒川クリー

ンエイド」がある。この団体は、参加者の気づき

を促す活動を目的とし、Panasonic NPO サポー

トファンドの資金を活用して人材基盤の強化や活

動の質の向上、企業向けのマーケティング戦略を

進めてきた。これにより、過去 23 年間で活動会

場は約 1 万箇所以上増え、参加者は 8 千人以上増

加した。また、参加者同士の交流の場ともなり、

ゴミに対する意識も 59%から 89%に向上する成

果を上げた。このように、河川市民団体の活動は

環境保全意識の向上に貢献していると考えられ

る。 

 

【提案】 

以上の現状と事例から、浅川河川市民団体が恒

常的に活動するために必要な条件は、持続性と波

及性の確保である。そこで、私たちはこれらの条

件達成を目指し、『浅川クリーンエイド』を提案

する。 

1. 財政 

 浅川クリーンエイドの財政面の持続性確保のた

め、一般財団法人セブンイレブン記念財団の助成

を活用し、ソーシャルメディアを通じて浅川流域

圏の市民や企業を勧誘する。そして、この資金を

もとに、市民団体としての持続を目指す。 

 

2. 河川ごみに関する広報の作成や活動の発信 

 浅川流域の人々に河川ゴミ問題を周知するた

め、市民と企業・学校を対象に広報を展開する。

市民には SNS での情報発信により参加を促し、

特にゴミのホットスポット情報を共有することで

地域の清掃カバーを図る。企業・学校には、八王

子市の「エコアクション 21」参加企業を中心に

CSR 活動の一環として、また学校の環境教育の場

として河川清掃を提案する。 

 

【おわりに】 

以上の提案を通し、より多くの市民が河川ゴミ

に関心を持ち、河川清掃活動を通して、それぞれ

の環境意識の改善を測ることができると信じる。 

河川ゴミ問題において、浅川に持続可能な公共

空間を創造することで、よりきれいな八王子つく

りを目指したい。 
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